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浄水処理を行っていない事業体である本市にとって、水道事業を将来にわたって持続可能なものとす

るためには、受水費に直結する有収率を向上させることが喫緊の課題となっています。

有収率を向上させるためには、漏水等によるいわゆる「不明水」を削減する必要があります。

現在、人的に行っている漏水調査に代わり、遠隔で連続的にモニターできるシステムがあれば、不明

水の減少に効果的です。

また、配水量の変化の要因を迅速に分析・把握することが、「不明水」の削減につながります。

 水道管路の漏水又はその疑いのある個所を遠隔で迅速に特定できる技術

 特に、大口径の水道管路の漏水を発見できる技術

 配水量や有収水量の水量変化の要因分析ができる技術

 漏水発見及び配水量変化をトータルでマネジメントできる仕組み

漏水調査業務

送配水管延長：約2400㎞ うち中大口径管（φ350～1350㎜）：約200㎞

漏水修繕件数：約700件/年

不明水：約400万ｍ2

1  課題を抱える業務の内容

堺２ 管路施設の総合マネジメントシステムによる有収率の向上

堺市

求める技術：②


